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学生確保与国試対策
宮
題
理
事
長
も
全
面
支
援

岩
曲
孝
雄
学
長
が
、
大
学
改
革
の
実
行
に
際
し
、
令
教
職
員
に
協
力
を

求
め
た
。
去
る
４
月
５
憩
及
び
担
日
、
一墨
期
理
事
長
か
ら
棘
執
行
津
に
対

す
る
等
励
を
受
け
、
依
然
と
し
て
低
迷
が
続
く
法
、
経
営
学
部
の
学
生
確

保
、
第
鋸
題

（２
③
◇
Ｏ
年
）
た
次
ざ
合
格
４
６
部
を
切
っ
た
選
科
医
師

Ｅ
家
試
験
な
ど
、
こ
れ
ら
の
早
急
な
盛
て
直
し
を
岡
る
た
め
、
全
職
貝
が

一
数
回
結
し
て
大
学
改
革
に
茎
た
る
よ
う
金
学
の
代
表
者
が
集
ま
る
総

合
審
議
会

⌒４
月
１８
奮
）
の
痛
上
求
め
た
も
の
。
宮
爾
理
事
長
も
こ
れ
を

全
種
鶴
に
支
援
す
る
Ｌ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

岩
ぬ
学
長
は

ゆ
る
学
角
麗
幾
を
協
議
、

議
た
結
論
煙
基
づ
き
実
行

お
る
い
は
総
合
審
議
会
、

学
長
企
画
運
営
会
議
等

煙

諮
る
こ
と
Ｌ
な

っ
て
い
る
）^

ま
た
、
す
べ
て
の
全
学
的

な
委
員
套
を
掌
握
す
る
た

め
３
人
の
融
学
技
揮
そ
れ

ぞ
れ
、
こ
れ
ら
委
員
会
の

長
に
な
る
よ
う
指
命
、
ま

た
感
メ
ン
バ
ー
に
娩
え
る

大
学
改
革
を
着

実
た
実
行
す
る

た
め
鷲
は
、
執

行
部
が
全
力
を

尽
く
す
こ
と
な

当
然
の
＞
ア
〕だ

が
、
全
職
景
が

一
九
と
な

っ
て

詣
故
章
に
越
逢

す
る
こ
と
が
何

よ
り
も
肝
要
で

あ
る
こ
と
を
強

調
―
・ンた
０
今
年

度
薪
設
さ
れ
た

学
長
等
協
議
会

（学
長
、
副
学

長
、
事
務
局
長

で
構
成
）
を
庭

２
瑠
の
ぺ
再
ス

で
開
催
、
あ
ら

学長等協議会に臨む着ぬ学長

よ
う
城
程
改
正
を
行

っ
て
い
る
＾

こ
れ
た
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
副
学

長
が
税
務
を
分
挫
、
執
行
権
畿

と
責
任
体
制
を
確
立
す
る
こ
と

Ｌ
し
た
。
学
長
、
翻
学
長
は
、

各
学
部
教
授
会
規
程
に
よ
り
、

教
授
会

へ
の
出
席
が
認
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
必
ず
誰
か
が

崩
席
す
る
こ
Ｌ
で
学
長
、
翻
学

民
で
調
整
を
行
い
、
４
月
、
５

月
の
各
教
授
会
矩
学
長
ま
た
な

副
学
長
が
選
席
し
て
い
る
。
こ

の
教
授
会
島
席
に
つ
い
て
、岩

曲
学
長
は
、
学
部
の
議
決
等
に

介
入
す
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず

学
添
の
進
路
が
大
学
の
基
本
方

針
と
越
籐
を
来
さ
な
い
ま
エ
ノ
見

守
り
、
時
矩
求
め
ら
れ
れ
ば
助

言
な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

基
本
約
拒
学
部
長
の
リ
ユ
ダ
ー

囲
憲

圏

岩
曲
鼓
草
始
酔
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

奮
霞
賞
受
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
２

脳
ド
ッ
ク
、ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ド
ノ
″
…
…
…
４

卓
球
・ホ
ッ
ケ
ー
日
本
リ
ー
グ
参
戦
…
…
…
…
Э

幾

つ
か

の
事

象

間

は
、

一
方

が
原
因

で
他
方

が
結
果
で
あ
る

と
″い

う
紫
が
り

が
あ
れ
ば
因
果

関
係
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
崇
湊
に
襲
わ
れ
、
逃

げ
る
際
誤

っ
て
谷
に
落
ち
て

死
と
し
た
と
い
う
場
合
、
そ

の
襲
撃
行
為
（原
因
）
と
死
亡

（結
果
）
に
は
因
果
関
係
が
あ

る
と
一一牽
え
よ
う
。
周
果
関
係

が
あ
れ
ば
療
困
を
生
じ
さ
せ

た
側
に
責
任
を
聞
い
得
る
の

だ
が
、
こ
の
環
栄
関
係
の
右

無
を
認
定
す
る
こ
と
は
そ
う

容
易
で
は
な
い
っ
▽
イ
ン
フ

ル
逮
ン
ザ
の
特
我
薬
と
し
て

知
ら
れ
る
タ
ミ
フ
ル
と
そ
れ

を
離
用
し
た
少
年
の
異
常
行

動
な
ど
う
か
。
何
も
起
き
な

い
服
履
考
が
涯
御
的
に
多
い

の
も
事
実
で
あ
る
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か

っ
た
少
年

が
２
階
か
ら
飛
び
降
り
た
が

タ
ミ
フ
ル
を
服
用
し
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
報

告
さ
れ
て
い
る
。
入
命
に
閲
わ

る
現
象
と
な
れ
ば

「疑
わ
Ｌ

き
は
罰
す
雌
も
や
む
を
得
ま

い
。
困
み
に
筆
者
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
拒
ま
る
範
度
の
熟
が

一
晩
で
浄

っ
た
、
タ
ミ
フ
ル

で
っ
も
ち
ろ
ん
飛
び
降
り
も
飛

び
出
し
も
し
な
か
っ
た
。
年
齢

の
せ
い
だ
け
だ
ろ
う
か
。

ン
ソ
プ
を
支
援
す
る
こ
と
矩
あ

る
と
し
て
い
る
。

・８
歳
入
爾
の
減
少
に
よ
る
志

願
者
数
の
減
少
は
、
法
学
部
、

経
営
学
部
の
学
生
確
保
姪
依
然

と
し
て
厳
し
い
結
果
を
も
た
ら

し
て
お
り
、
歯
学
部
も
姉
妹
枝

明
海
大
学
に
大
き
く
水
を
あ
け

ら
れ
た
歯
難
基
節
垣
家
試
験
対

策
な
ど
銀
の
前
の
間
題
と
し
て

全
学
を
挙
げ
て
対
処
す
べ
き
蘭

題
で
あ
る
。

こ
の
撤
か
、
同
学
長
な
次
の

３
点
に
つ
い
て
全
力
を
投
入
す

る
と
し
て
い
る
．
１
つ
は
医
療

部
門
の
安
定
化
で
あ
る
。
質
の

良
い
、
患
者
の
方
々
に
満
足
を

い
た
だ
け
る
医
療
を
提
供
す
る

こ
と
が
毎
よ
り
も
汗
要
で
あ
る
。

次
に
教
育
の
質
の
向

・
れ
の
た
め

Ｆ
Ｄ
活
動
を
さ
ら
に
推
進
す
る

こ
と
。
ま
た
、
近
い
将
来
帝
共け

る
こ
と
と
な
る
認
証
評
価

へ
の

対
応
を
今
か
ら
取
り
組
み
万
今

を
期
す
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
嫁
か
に
も
課
題
な

曲
積
み
し
て
い
る
が
、
を
出
教

行
部
の
磁
取
り
が
難
待
さ
れ
る
。

建
学
の
精
神
運
守
を
誓
う

キ
ヤ
ン
パ
ス
内
の
携
が
凝
開

一
学
許
可
卓
の
宣
言
を
受
け
、
朝

韓
雅

年 っ
離
緯
鱒
連
韓
聰

ブし／ 、
帯
学

一
鶏
独
碧
″
効
狂
鯰
増
静
一
攀
塚

２
０
０
７
空
度
朝
日
大
学
入
学

式

（春
季
）
が
厳
粛
蕉
挙
行
さ

れ
た
。
当
粛
患
、
姉
妹
校
で
あ

る
明
海
大
学
高
倉
翔
学
長
、
ア

ラ
バ
マ
大
学
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム

校
関
係
者
を
は
じ
め
多
く
の
来

賓
が
基
席
し
た
。

式
典
で
は
、
学
部
、
大
学
院
、

留
学
生
射
科
の
新
人
生
５
１
１

名
が
、岩
曲
幸
雄
学
長
か
ら
一人

入 学 者 宣 蓄

はなみずき
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２
０
０
６
年
度
朝
日
大
学
学

位
記
授
与
式
で
、
「宮
細
碁
邑

の

部
屋
控
入
判
が
決
ま

っ
た
白
塚

比
久
さ
ん
に
は
、
中学
長
表
彰
」

が
行
わ
れ
た
Э
受
賞
者
の
今
後

の
社
会
で
の
活
躍
が
大
い
に
期

待
さ
れ
る
。

翁
の
窯
軽
で
各
学
部
ご
と
に
行

わ
れ
た
ｃ

法
学
部
の
学
外
研
修
は
、
岐

一早
Ｆ
内
の
な
テ
ル
で
赤
石
健
司

劇
学
長
と
麹
圏
徹
岐
卓
県
弁
護

士
会
副
会
長
か
ら
の

「法
学
部

新
入
生
に
向
け
て
蝶
と
題
し
た

講
演
を
聴
講
の
後
、
社
会
人
と

し
て
の
芯
得
で
あ
る

「
テ
ー
プ

ル
マ
ナ
子
」
の
講
宥
を
緊
張
し

を
目
指
す
高
校
と
、
保
護
者
が

多
数
集

つ
た
。

嵩
校
の
新
２

・
３
年
生
を
対

象
と
し
て
３
月
末
に
開
催
さ
れ

た
今
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ヤ
ン
パ

ス
は
、
未
来
の
歯
登
盛
綿
た
ち

へ
終
了
し
た
ば
か
り
の

「
２
０

⇔
７
年
度
入
菰
」
、
特
推
Ａ
◇
入

試
や
推
痛
入
試
を
中
心
に
最
新

の
情
報
を
毎

え
る
と
共
に
、

本

学
歯
学
部
が
求
め
る
学
生
像
や

一２
０
◇
８
年
度
入
試
こ
の
ポ

イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
解
説

す
る
こ
と
を
選
的
と
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
合
格
体
験
談
と
し
て
、

一受
験
勉
強
の
方
法
、
大
学
の
授

業
の
様
子
、
サ
ー
ク
ル

・
ア
パ

ー
ト
生
活
、
さ
ら
に
は
、
臨
床

中
実
習
や
海
秀
研
修
な
ど
矩
つ
い

た
様
子
で
受
け
て
い
た
。

経
営
学
部
な
、
野
公
民
族
博

物
館
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド

（愛
無

暴
犬
曲
市
）
に
て
教
員
と
共
に

軍

文
化
体
験
」
を
行
い
交
流

を
深
め
た
。

歯
学
郡
で
は
、
鈴
症
サ
ー
キ

ッ
ト

（二
重
果
鈴
鹿
市
）
に
お

い
て
１
油
２
日
の
顎
修
を
行
い

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
〓
ン

グ
ル
ー
プ
研
修
、
鈴
鹿
サ
ー
キ

ッ
ト
で
の
自
由
籍
聞
を
通
ご

新
し

い
友
達
、

教
長
と
共
に
６

年
制
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の

ス
タ
ー
ト
を
き

つ
た
。

授
与
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
碁丹
は
、
４
学
中
の

学
業
成
績
が
特
熊
優
れ
た

者
や
課
外
活
動
に
貫
猷
が

あ

っ
た
学
生
を
対
象
に
表

彰
す
る
も
の
で
あ
り
、
受

貸
者
に
な

「表
彰
状
」
と

帝銀
杯
」
が
薙
主
さ
れ
た
。

受
賞
者
は
次
の
Ｌ
お
り
。

ま
た
、
課
外
活
動
在
功

縦
が
あ
り
、
大
構
撲
本
瀬

と

重

と

[

E

E

〓
〓

‘

１

一
″
　

■

■

■

子

≡
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子

と
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１

１
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〓

■

１

ャ
　

一
ｉ

ｒ

ｉ

灌

髯

，

櫛
民

若
秦

」
殺

れ
露

【
ミ

静
露

”
鰹

つ
琵

を
書

笠
要

″
薔

【
露

』
畿

物
流
研
究
奨
励
賞
を
受
賞

饂
難
蹴
拶戦
騨
韓

流
研
究
美
嚇
賞
二
無
輝
い
た
。　
一与
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
い

肉響徽な撫黙碧祥始滞勢等一活時幾ル鱒戦嫌鞠ィ弟ける一

一
！
　

―
勇

十

提

矛

彰

七
一帝

〓

‥

掌

童

確

蕪

遊

議

婚

簿

勇

警

顔

議

羅

雛

露

鬱

岳

顆

舞

鬱

議

議

農

鶏

霞

簿

最

雷

聴

本
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科

薄
士
前
鶏
諜
程
蕉
在
籍
の
柔
海

峡
さ
ん
が
発
表
し
た
研
究
論
文

坤中
口
に
お
け
る
ヨ
ン
ど
エ
エ

ン
ス

・
ス
ト
ア
の
物
流
シ
ス
テ

ム
の
発
展
方
角

軽
関
す
る
調

査

，
研
究
一
が
こ
の
た
び
鶏
本

物
流
学
会
の

「一半
戒
憾
年
度
物

留
学
生
麗
科
修
了
生
の
鶴
嘉

な
、

２
０
◇
６
年
度
学
位
記
授

与
式
に
陥
ん
だ
後
、
有
穂
良
生

朗
帯
長
か
ら

一
人
ひ
と
り
た
修

了
証
書
が
手
漉
さ
れ
た
◇
吉
謝

は
れ
て
尉
科
を
修
了

瀦
科
長
か
ら
は

一皆
さ
ん
の
こ

た
か
ら
の
活
羅
を
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。こ
Ｌ
の
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
、

金
を
館
学
生
ホ

，
ル
に
て
修
了
パ
ー
テ
イ
ー
が

帝導

よ
ヒ4

会長本不を授与される受費者

よ
露
挙
本
番
ヘ
一一挙霧肇蕪舛韓″す策姿螂癖時中〓伸癬荘狩学容藉オと望螂，フ、り、ぇてれ中，ｏ・ａ・ａゆ。む０●●●●・争●争●め●。・・Ｂ

鍵
爾
を
祈
り
つ
一
つ
別
れ
を
措
し
ん
で
い
た
。
　

中

一々呻］一纂第峯持つ施テ一”る毎ョ一輯響峰弾幹鞭翔酔叫”韓攀ヽ

新しい友達できたかな ?

縮湊を聴講の後、「テーブルマナーどを学んだ

ふ

歯
学
部
オ
Ｆプ
ン
キ
ヤン
パス閑
催

未

来

の

箇

科

医

師

を

目

指

す

歯
学
部
を
対
象
と
し
た

「オ

一
キ
ヤ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
全

―
プ
ン
キ
ヤ
ン
パ
ス
」
が
穂
橋

一
国
各
地
か
ら
歳
学
部

へ
の
入
学

開
催
さ
れ
た
。

日
本
語
を
中
心
に
１

年
間
集
中
的
に
学
ん
だ

別
科
修
了
生
ら
は
、
４

月
か
ら
本
学
や
他
大
学

の
学
部

・
大
学
院
な
ど

へ
進
学
し
日
本
で
の
本

格
的
な
一留
学
生
が
ス
タ

ュ
ト
す
る
。

別
料
修

了
生
ら
な

坤楽
し
く
勉
強
す
る
こ

と
が
で
き
、
各
翻
も
た

ガ

一
彗

う
題

【
露

“
興

革
囲

（
霊

一
浄

〔
麟

］
爾

】
愚

】

て

「
本
ン
ネ
媒
お
く話
る

「公
開

座
談
〈
企

が
開
催
さ
れ
、
参
加

者
た
ち
は
熱
心
に
先
輩

の
体
験

談
た
耳
を
傾
け
て
い
た
。

す
で
に
「
未
来
の
賄
科
医
師
こ

た
ち
の
ス
タ
，
卜
は
切
ら
れ
た

よ
う
だ
。

今後の健闘をたたえあった修了パ…ティ…

宮鶏賓受賞者

法才解,な学暮 翻島 振亮

経営学者岳経営学季| 玉露 雑せ

経常学部f毒報管理学科・雄=原  餐

経営学部
ど|′

メネス企画学科
lんアGNe l(D③卜lG
MINe

歯学部法学碧 金光 安奈
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こ
の
た
び
、
教
育

・
学
術
上

の
功
績
が
評
価
さ
れ
２
０
０
７

年
４
月
１
日
付
け
で

「朝
日
大

学
名
誉
教
授
」
の
称
号
が
本
年

８
月
定
年
還
職
の
経
営
学
部
原

醸
輝
男

０
毎
使
齋
係
論
▼
歯
学

幕
渡
邊
郁
雄

（内
科
学
）
に
授

与
さ
れ
た
。

経
営
学
部
の
理
癬
英
雄
教
授

（経
常
学
科
長
）
が
、
一デ
ミ
ン

グ
拶長
索
員
」
（会
長

中
御
手
洗
富

士
夫
期
日
本
経
済
題
体
通
合
会

会
長
）
に
選
任
さ
れ
た
。

「
デ
ミ
ン
グ
賞
」
は
戦
後
日
本

の
品
質
管
理
の
普
及
と
日
本
投

品
の
品
質
を
世
界
歳
高
水
準
権

押
し
■
げ
た
大
き
な
礎
と
な

っ

た
故

猛ヽ
ド
ワ
ー
ド

・
デ
ミ
ン
グ

韓
士
の
作
業
を
一記
念
し
て
１
９

５
１
年
に
創
設
さ
れ
た

一鱒理
賓

管
理
単
に
関
す
る
世
界
最
高
の

ラ
ン
ク
の
貨
で
あ
る
。

与号授名擁

翻澤英宏桂教授

経営学部教授

療 園 輝 男
歯学部教授

渡 違 郁 雄

経営学研究
科研究発表
会を開催

本
学
経
営
学
研
究
科
周
窓
会

（会
長

〔
稲
省
啓
経
営
学
郡
講

攀
）
の
主
催
に
よ
る

「朝
Π
大

学
大
学
焼
雑
冨
学
研
究
科
後
霧

鞍
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
球
２
０
０
７
年
３
月
に

修
士

（情
報
管
理
学
）
の
学
位

を
授
与
さ
れ
た
修
士
論
文
の
内

容
を
中
心
経
２
得
の
発
表
が
行

わ
れ
、
院
生

・
教
職
員

・
同
忽

こ
れ
ま
で
拒
態
卜
漏
夕
鶏
動

車
、
松
下
電
器
、
ブ
リ
ジ
ス
ト

ン
タ
イ
ヤ
、
赫
麟
本
襲
鉄
な
ど

轟
本
の
主
要
企
業
が
受
賞
。
こ

れ
ら
の
企
業
で
は
デ
ミ
ン
グ
賞

の
受
賞
過
程
を
通
じ
て
、
贔
質

管
理
の
考
え
方

・
進
め
方
を
学

び
そ
れ
ぞ
れ
企
業
力
を
向
上
さ

せ
て
き
た
。

今
露
、
園
浮
教
授
が
そ
の
企

業
診
麟
を
管

ュ
ア
ヽヽ
ベ
ン
グ
蛍
委

員
経
選
ば
れ
た
こ
Ｌ
は
、
園
澤

教
授
が
甲
内
外
の
様
々
な
企
業

の
企
業
診
断
が
で
き
る
と
の
評

中
―
ラ
ム
』
が
名
古
屋
市
内
に
あ

坤
る
本
学
朝
日
丸
の
内
ビ
ル
で
開

中
催
さ
れ
た
。

一
　
一四
フ
オ
ー
予フ
ム
で
は

「０
、Ｆ

韓
Ｄ
（品
質
機
能
接
開
江
を
開
発

帯
し
た
元
本
学
教
授
の
赤
尾
洋
二

【
氏

（現
麹
形
大
学
客
景
教
授
）

に
よ
る
藻
調
講
演

科
Ｑ
Ｆ
Ｄ
の

鶴
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
朝
霞
“
導
入
と
そ
の
後
の
発
展
―
第
鬱

大
秀

曇

墓

症

審

遼
ぴ

懸

辞

ヲ

系

ジ

ム

に
開
す
る
教
育
指
導
が
、
世
界
中
の
ォ
ー
プ
ェ
ン
グ
ス
ど
，
チ
か

的
に
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
攣
ら
，
一
に
始
ま
り
、
湖
井
弘
充

と
を
ぬ
外
に
知
ら
し
め
る
こ
と
中
氏

（ヤ
マ
ハ
発
動
機
鶴
）
に
よ

と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
藉
る

「ａ
Ｆ
Ｄ
と
菫
ン
セ
プ
ト
・

嘴

喀

患

稼

専

憲

ｇ

患

‥

患

言

常

極

マ

イ

エ

ン

グ

」

、

蔑

橋

舞

央

氏

朝
議
大
学
産
業
情
報
研
究
所

一
（鶴
ン
ー
ジ
ー
デ
ン
タ
ル
プ
奮

主
催
の

一第
７
園
Ｑ
Ｆ
Ｄ
フ
オ
一
ダ
ク
ツ
）
に
よ
る

一人
三
歯
瑚

と
な
ど
約
３。
名
の
参
加
者
が
あ
れ

っ
た
。
発
表
会
後
の
懇
談
会
で
一

も
透
発
な
議
論
が
続
け
ら
れ
実
樽

り
形
か
喰
無
舜
裁
韓

院 っ
蠍
ｒ

剤
一

緒
無
殿
ゆ
罐
畷

森
斯
妙
離
す
卵
一

益
縫
私な鎧
羹
議
務
謙
絲
雪
わ鏑
誘

坤
の
医
学
系
お
よ
び
歯
挙
系
の
大

一
学
が
共
通
で
利
用
す
る
標
準
的

紹
介
さ
れ
た
。

猛

修士論文の内容を発表する院生

第
７
口
Ｑ
Ｆ
Ｄ
フ
オ
ー
ラ
ム
開
催

共
療
試
験
は
、
歯
学
部
学
生

が
参
籍
象
雄
理
の
隆

全
災
習
に

進
む
に
際
し
、
必
要
不
可
欠
な

知
識
と
技
能

・
態
度
を
身
に
つ

な
評
価
試
験
で
、
ヨ
ン
ピ

ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
を
澄
癖
し
て
知
識

を
評
儀
す
る

「Ｃ
Ｂ
Ｔ
準
と
、

一蛭
本
的
な
技
能

・
態
度
を
客
観

共
用
試
験
の
正
式
実
施

的
控
評
価
す
る

「Ｏ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
柱
か
ら
威
り
立

っ
て
い

”る
。「Ｃ

Ｂ
Ｔ
４
は
、
小
学
８

号
館

ユ
階

の
Ｉ
Ｔ
ル
ー

ム
で
実
施
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｔ

ル
ー
ム
に
は
現
在

１
６

０
台

の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
４

年
生
全
景
が
受
験
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ン
ピ

ュ
，

夕
画
面
に
ラ
ン
ダ
ム
は
盛
題
さ

患
，
れ
て
く
る
間
庭
に
対
し
彙
剣
に

取
り
紙
ん
で
い
た
。
ま
た
、
「Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ё
」
な
賂
属
病
院
で
実
施

さ
れ
た
。
病
院
内
の
３
カ
所
に

発
に
お
け
る
Ｑ
Ｆ
Ｄ
の
適
痛

ｔ

と
題
し
た
講
渡
が
行
わ
れ
た
。

Ｑ
Ｆ
Ｄ
霧
究
者
や
Ｅ
額
か
ら

ｑ
Ｆ
Ｄ
を
利
婦
し
て
製
品
開
発

命

を
行

っ
て
い
る
企
業
か
ら
の
参

♂
息
二
患
二
‥
‥
‥
‥
こ
と
息

畑
者
、
ま
た
、
本
学
の
大
学
院

院
生
、
学
部
学
生
も
加
わ
り
、

∞
名
を
こ
え
る
藉
衆
者
で
会
場

の
朝
雷
大
学
察
吉
屋
サ
テ
ラ
イ

ト
の
会
議
室
は
後
ろ
に
立
ち
痛

が
で
き
る
な
ど
の
盛
沈
ぶ
り
で

あ

っ
た
。

名
古
屋
サ
テ
ラ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
た
Ｑ
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム

CBTが実施された

「

ルーム

そ
れ
ぞ
れ
６
つ
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
設
け
ら
れ
、
学
生
な

一
人

ず
◆
順
番
に
各
ス
テ
ー
シ
言
ン

に
入
り
、
そ
の
中
で
基
題
さ
れ

る
課
題
に
取
り
組
み
、
そ
の
技

能
や
態
度
の
評
価
を
受
け
た
。

こ
れ
ら
の
共
濡
試
験
は
本
学

で
な
昨
年
度
か
ら
正
式
実
施
と

な
り
、
５
年
生

へ
の
進
級
判
定

に
痛
い
ら
れ
て
い
る
。

国
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―
ご
存
知
で
す
か
Ｐ
Ｉ

朝
翔
大
学
歯
学
部
附
屈
村
上

記
念
病
焼
で
は

「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
駆
ド

ッ
ク
Ｌ
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ド

ッ
ク
」
を
窮
始
し
た
。

一
Ｍ
Ｒ
Ｉ
犠
ド

ッ
ク

‐
と
は
、

脇
内
校
査
に
限
定
」
フた
感
ド

フ

ク
で
、

Ｍ
Ｒ
ｌ

・
Ｍ
Ｒ
Ａ
に
よ

る
顧
像
診
断
を
主
検
沓
と
し
、

れ
乖
測
定

，
血
液
検
査
を
行

い

縣
■
中
の
危
険
因
子
の
学
期
発

見
、
早
期
治
療
を
慮
約
と
す
る

も
の
で
あ
る
ｃ

杵
に
、

，目
一早
症
状
の
な

い
無

差
挨
性
脇
獲
森
や
高
齢
化
社
会

一

の
進
む
中
で
増
加
し
↓
つ
あ
る

一

認
無
左
、

く
も
壌
Ｔ
名
虚
の
な

一

療
汗
」な
り
つヽ
る
盛
勤
撫
叛
の
畢
．

期
発
兄
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
一

ま
た
、
従
来
の
人
騰
ド

フ
ク

な
嘉
や
生
活
背
整
病
の
学
期
発

見

，
学
期
”ｒ
療
を
獲
的
と
Ｌ
て

い
た
が
、
こ
の
た
び
瞬
始
さ
れ

小
学
１
号
館
大
講
義
室
に
お

，

い
て
、
瑞
穂
市
と
そ
の
周
辺
遊
棒

城
れ
あ
る
大
垣
共
立
銀
行
の
４
一

ロ
ン
テ
イ
ア
弦
ミ
ナ
‥
は
力
警

購
入
学
協
策
の

崚
阜
市
や
聯
格
荘
、

本
祟
市
な

だ
の
住
民
ら
約
ュ
◇
●
塩
が
大

嫁
鑽
子
教
授

（族
学
部

，
大
学

擁
法
学
絨
寃
科
一
の
熱
淡
を
受

た

「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ド
ッ

ク
媒
は
老
化
促
進
諸
因
半

（ホ

ル
モ
ン
の
低
下
、
酸
化
ス
ト
レ

ス
、
免
凌
力
低
下
な
ど
）
の
早
期

診
断

・
治
療
と
予
防
権
よ
り
、

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
嵐
齢
に
な
い

っ
て
も
え
婚
な
生
活
の
質
が
期
坤

待
で
き
る
Ｌ
の
こ
と
り
　
　
　
警

「Ｍ
Ｒ
こ
競
ド
ッ
ク
」
「ア
ン
埠

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ド
ッ
ク
一
共
に
斡

議
し
た
し

基
該
セ
ミ
ナ
ー
は
、
大
垣
其

立
銀
行
が
進
め
る
地
域
活
性
化

事
業
の

、
環
■
生
し
て
実
施
さ
れ

て
お
り
、
本
学
で
強

「大
学
の

知
約
財
芝
一
を
地
域
社
会
に
遠

尤
で
き
れ
ば
と
第
１
用
の
臨
催

か
ら
揚
贅
し
て
い
る
ｃ

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
大
塚
教
授

か
ら

や相
続
欠
格
と
種
統
人
の

廃
除
一
と
艇
し
て
身
近
な
事
御

を
取
り
入
れ
な
が
ら
の
議
演
が

行
わ
れ
た
。
今
題
は

一相
分盟

荷

を
テ
‥
マ
建
扱

っ
た
第
３
園
霞

蘊
　
の
セ
ミ
ナ
ー
を
な
り
、
難
し
い

報

法
律
用
講
も
か
か
り
や
す
く
説

本
学
鷲
妓
阜
果
立
雄
集
蔑
等

学
校
の
乞
徒
が
来
学
し
た
。

今
回
り
訪
問
は
、
高
等
学
校

で
行
わ
れ
て
い
る
「体
験
学
理
己

の
授
業
の

一
環
と
し
て

４卒
業

≫

後
の
進
路
選
択
う
の
参
考
と
な

る
よ
う
大
学
、
短
大
、

事
関
学

校
等
を
訪
潤
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

本
学
６
号
館
講
義
室
で
は
、

畔
地
童
矢
郎
４
教
授

（経
営
学

蔀
経
営
学
科
）
の
ミ
ニ
講
義
や
、

大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
、
大

学
生
活
の
過
ご
し
方
な
ど

の

案
内
が
な
さ
れ
る
と
共
に
、
キ

ヤ
ン
バ
ス
見
学
を
行

っ
た
。

受
講
し
た
臨
県
高
校

の
生

徒
た
ち
は
、
目
を
輝
か
せ
朝
日

本学の協賛で開催

1

す

支

店

が

主

鶴

す

る

一

第

１ ２

庭

フ

オ

身

分
残

子

と

一
を

中
（
長

壱

分
好

歳

露

ラ

進離鐵磐部雑舜麟尊ギ知韓・警鞍効炒魏卸ここ事翔韓， オ箸一

方

法

研

究

ハ

歴

が

露

催

さ

れ

た

ぽ

憩

錢

縁

慧

簸

霰

感

患

息

憲

験

機

と
な
る
多
どヽ
の
事
例
が
報
告
さ
一

れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一指
導
に
つ
い
て
大
い
に
役
立
つ

傍

毬

稼

息

転

鬱

議

患

豊

Ｂ

‥

‥

鷲

研

究

会

と

な

っ

た

。

大

学

フ

ェ

ン

シ

ン

グ

Ａ

Ｕ

杯

」

干

奪

肇

秩

ど

名

と

な

，

こ

織

Ｃ

ｏ

―マにした大塚義箕毅の講滴

姓鞘膨解策線鑢卓緩ファヾ↓″移一獅瑚申獨離力輔幹曜珍浄約ン一鞠殿批”革”繰ギ狙彰の体

老

化

を

緩

襟

と

す

る

も

の

で

あ

戦

い
緩

塚

≧

稼

意

霞

感

議

森

喜

慈

該

骸

麗

駁

感

磯

犠

霰

駁

こ
の
研
究
会
は
毎
年
テ
ヱ
マ
【

明
さ
れ
、
受
講
者
ら
は
一相
績
掠

と
で
つ
身
近
な
テ
ー
マ
に
密
身
一

を
重
ね
合
わ
せ
真
範
一な
ま
な
ざ
一

し
で
報
き
入
っ
て
い
た
。
　
　
中

グ
軽

が
開
催
さ
れ
、
岐
阜
県
内
の
高

校
フ
ェ
ン
サ
ー
が
集
い
、
予
選

リ
ー
グ
、
決
勝
リ
ー
グ
Ｌ
熱
い

戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。

Ａ
Ｕ
杯
憲
用
際
大
会
で
活
躍

す
る
都
員

，
指
導
警
が
在
籍
す

る
小
学
体
育
会
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
部
が
中
心
と
な
り
、

競
技
力
の
向
上
、
高
校
と

大
学
と
の
交
流
、
地
域
社

会
に
開
か
れ
た
大
学
を
Ｈ

指
し
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
場
が

完
成
し
た
２
◇
⇔
２
年
か

ら
体
育
会
主
催
行
事

（会

餌
を
設
定
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り

”

坤今
餌
は
ど
本
垂罷
力
が
不
十
韓

一
分
な
留
学
生
へ
の
対
応
」
を
テ
婢

弾
―
マ
森
議
論
が
進
め
ら
れ
各
教
坤

一
攀
φ
離
購
辮
ψ
韓
様
貯
穀
離
韓
捧

坤
そ
れ
に
対
す
る
試
み
に
つ
い
て
弾

骨
癖
捧
棒
韓
郷
雑
紳
や
持
抄
坤
雑
拶

／
／
／

て

ヽ

シン
を
学 開

朝日大学1こフェンサー集う

端
穂
市
内
の
観
矧
大
学
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
場
で
、
「第
６
剛
胡
日

朝
日
大
学
で
学
生
を
体
験

大
学
で
の

一
１
層
大
学
生
」
を

体
験
し
て
い
た
。

一
方
、

留
学
生
に
限
ら
ず
最

近
の
学
生
の
修
業
状
況
に
つ
い

て
の
報
告
や
才
生
指
導
全
般
に

つ
い
て
の
構
報
交
換
な
ど
も
種

極
的
に
行
わ
れ
、
今
後
の
学
生

登

片
大
友
克
之
副
学
長
）
と
し

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ

る
。

（Ａ
Ｕ
循
参
加
高
校
）

大
垣
西
、

羽
島
北
、
持
斐
、
岐

阜
北
、
岐
睾
各
務
原
、
鶯
谷

一
瞬
を
制
す
る
者
が
勝
者
と
な
る

)

′

錢

警

憩

霞

議

鍾

験

霞

議

露

豪

観

雛

豪

確

露

麓

量

餓

議

蜀

霞

／

′

高校生はミニ講義を体験
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本
学
極
例
の
行
事
Ｌ
な
っ
た

「リ
ー
ダ
ー
ス
キ
ャ
ン
ブ
」
が

羽
島
市
か
ん
瞭
の
花
で
１
泊
２

ほ
に
わ
た
り
学
生
教
戦
員
為
１

２
０
客
の
参
加
を
得
て
南
催
さ

れ
た
。

リ
ー
ダ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
な
、

各
穣
協
体

（学
友
会
、
体
育
会
、

大
学
祭
実
額
套

貝
余
、
学
友
余

中
央
協
議
会
）

の
学
生
代
表
者

を
集
め
、

リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す

る
と
共
に
参
加

者
報
互
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と

に
よ
り
、

ク
ラ

ブ

・
同
好
会
活

動
の
活
性
化
を

目
指
す
こ
Ｌ
を

日

Ｊ

ロ

ーヘ

子

一
ァ
イ
　

，

Ｂ
鑢
爆
毎
年
篠
治
形
式
で
行
わ
韓　
客
学
体
弯
会
皐
球
都
（女
子
）

れ
て
い
る
Ｇ
　
　
　
　
　
　
　
坤
と
体
育
会
ホ
ッ
ケ
ニ
部
を
中
小

参
加
者
か
ら
は
、
「
ク
ラ
ブ
遼
一
と
し
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
、
共

営
の
と
ン
ト
を
得
る
こ
Ｌ
が
で
韓
は
日
本
リ
ー
グ
に
参
戦
す
る
こ

き
た
。」
一今
後
の
活
動
で
り
〒
い
と
と
な
り
新
た
な
る
挑
戦
が
な

グ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
い
Ｇ」

一
じ
ま
っ
た
。

と
い
っ
た
感
想
が
述
べ
ら
れ
る
〕

卓
球
の
君
本
最
高
峰
の
社
会

と
共
に
、
商
職
共
分
刻
み
の
夕
禅
人
リ
ー
グ
で
態
創
立
艶
周
年
に

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、　
弾
合
わ
せ
て
実
業
国
チ
ー
ム
以
外

他
己
紹
介
、
グ
ル
ー
プ
討
議
、
静
た
も
試
験
約
糧
閣
戸
を
調
く
と

ア
リ
ー
デ
イ
ス
カ
プ
シ
雲
ン
等
藝
と
が
決
ま
り
、
女
子
２
部
リ
ー

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
次
々
と
こ
な
韓
グ
に
強
豪
大
学
の
１
つ
と
し
て

し
た
学
作
た
ち
は
、
将
来
の
り
坤
覇
日
大
学
体
育
会
事
球
都

（女

―
ダ
ー
と
し
て
の
素
養
を
身
に
”
予
）
が
公
戦
す
る
こ
と
と
な
っ

付
け
た
揉
挙
で
あ
っ
た
。
　
　
い
た
。

今
後
の
彼
ら
の
活
躍
が
巖
わ
一

査

子
」録

郡
は
、
東
海
曇
生

れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尋
‐
′
デ
ー
グ
ュ
郡
で
２
０
０
５
、
２

ミ
】【妥
こ
と
受
曼
零
量
ニ
ミ
Ｘ
‥
畠
Ｏ
０
６
年
の
春
秋
四
季
連
続
優

こ
の
た
び
、
体
育
会
相
狭
部

韓
勝
を
な
た
し
て
お
り
、
２
都
か

の
白
塚
元
久

（２
０
ｏ
７
年
３
坤
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
あ
る
が
、

月
法
学
部
卒
業
）
さ
ん
が
、
木

韓
・
部
リ
ー
グ
に
は
地
元
汁
六
銀

顔
器
屋
に
入
調
す
る
こ
と
と
な
攀
行
の
実
カ
チ
，
ム
が
所
属
し
て

，
与′
ヤ

♯′
】
。

朝
憲
大
学
然
育
会
相
撲
那
か

ら
な
、
朝
朦
盛

（議
現
海
部
屋
）

逸
原
大
地

（理
子
ノ
浦
率
透
）

に
続
く
３
人
員
の
角
界
入
り
Ｌ

お
り
、
近
い
将
来
、
岐
阜
県
努
一

２
チ
ー
ム
に
よ
る
麦
都
り
‥
グ
頼

の
優
勝
争
い
が
競
待
さ
れ
る
ｃ
碁

ま
た
、
朝
日
大
学
体
育
会
本
櫛

ッ
ケ
ニ
部
と
強
一象
校
で
知
ら
れ
坤

る
壊
早
総
合
学
園
高
校
の
Ｏ
Ｂ
韓

を
中
心
と
し
た

坤岐
阜
朝
躍
ク
一

ラ
ブ
」
が
、
男
子
ホ
ッ
ケ
ニ
の
魯

噸
募
列

」
′

‐
？

初 とこ
魏
等
毅
妙
″
抒
一

こ
戯
雑
緯
々
オ
Γ

り
‐
グ
は
ヽ
拶

韓
睦
承
力
引
堪
菊
厳
鮮
鍛
噌
如
一

り
「
ウ
勲
ｒ
舞
韓
離
艤
｝
蕉
韓
一

子 ッ
ル
矧
療
瑯
型
紗

辮

ゆ
が
一

針
を
打
ち
歳
し
た
こ
と
か
ら
、

【

タスクホース(多支員)のアドバイスを受tするリーダれたち

木
ヽ
沖買親方と途塚さん

◆ 2006年度 学友会長賞 奨励賞 後学期受賞者 ◆

り
、
本
瀬
部
屋
親
方
が
小
学
学

ダ
…
き
き
二
ξ
至
二
ξ
毒
霞
置
と
秦
　
入π
椋
は
、
四
本
り
…
グ
戦

へ

長
の
も
と

へ
挨
拶

の
た
め
来
学

ノ
海
）
か
ら
は
、
「ま
ず
は
十
両
”
の
各
戦
、
岐
■
国
徳
に
向
け
た

を
霧
指
し
て
頑
張

っ
て
よ
ら
い
伸
競
技
力
強
化
と
瓢
体
農
場
枠
１

た
い
９
恵
ま
れ
た
然
格
を
生
か
韓
チ
ー
ム
を
懸
け
た
東
海
ブ
ロ
ッ

し
た
相
髪
が
こ
れ
か
ら
も
楽
し
坤
ク
大
会

へ
望
む
こ
Ｌ
と
な
る
。

み
だ
。
」
と
将
来
を
期
待
さ
れ
て
れ
　

湖
チ
ー
ム
央
蕉
活
耀
の
舞
台

い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
が

「大
学
」
か
ら

「全
と‐１
不
』

近
い
将
来
幕
角
で
先
輩
後
彗
↓
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
今

力
上
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
着
後
益
々
の
競
技
若
用
上
が
は
か

こ
と
を
心
待
ち
に
す
る
。　
　
　
韓
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

本
瀬
親
方

（趨
大
相
撲
部
脇

身
で
学
生
横
網
、
死
幕
内
肥
後

な

っ
た
。

新
た
な
る
挑
戦

日
本
り
Ｉ
ゲ
参
戦

『岐
阜
義
ヨ
ク
ラ
ブ
＝
を
結
成

し
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

学 友  会 長  賞 (学 年 lよ 受賞時の学年 )

体育会自軍」ム華競技部 体育会本ツケ一部、体育会 ンシング吉る、l本育会卓球部 体育会相撲部フ 」団  体

個  人
農露イ菱典 (矯報管理 2年 )、 機E営政直 (経営 2年 )、 種B秦轟也 (ビジネス企臨12年 )

体育会フェンシング青5 青槽

'裕

子 (経営 2年 )、 拶藤
=占

梅 (1葛報管理 3年 )、 上原あいか(鳩報管理 1年 )、

41為愛子(経営 4年 )、 古,11簿子ぐ時報管理 4年 )、 花野美穂(経黛 3年 )、 池騒茜(どジネス企醐 3年 )

体

体

ジ

ジ

33 (経営 年 )2 8 1賓親 情報置理 年 ) 倉セ維催種毎 ) (経営水麗緑 年 )鈴本秀範 傭報機理
ネス企画2年)高本健逸(経営2年 ) (ど螢窪3年 鷲原大直 柴隠一樹1嵩報管理2年)瑠尋ど彗局蜀 軒雪革最賜育然 自転 尊 技 著各

年ネス企画 高麓悠平 1南喜晨獲筆鍵2 3 井関太 (ビ 年年 )(経鑑: 年 中島稚夫 (経黛村松俊弥

育 会 女 子 柔 道 部 隠測ひとみ ('瘤報酋理 4年 )、 黒露優子(法 4年 )

育 会 椙 撲 部 ―沸尚志 (情報管理 二年 )

学 友 会 長 奨 励 賞 (学年tま受賞時の学年)

体育会棠」適きる団  ′
4、

個  人

権田一生(匡 ジネス企画二年)、 安部賢太aる (法 二年)

安部芳隆(経営2年 )、 本内優太(経営2年 )、 重屋裕―(経営4年 )、 中野高繭9冑報管理 4年 )、

)、 異鋼さくら子 (法 2年 )、 4多野友紀 (法 2年 )、 首燭妃恵(ビジネス企画 二年)

浅露F慎允 (経営 4年 )、 丹下錮香 ('盾報管理 3年 )、 慶瀬恵l望捌(ビジネス企生ご』2年 )

体育会 農転草競技郡

体育会フェンシング郡

体 育 会 女 子柔 連 部 木瓶瞳 (法 2年
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岐
守
南
角

の
ホ
テ
ル
で
、
法

学
部

・
経
営
学
部
の
新
４
年
生

を
対
象
と
し
た

一魏
日
大
学
２

０
０
７
枕
蛾
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開

催
さ
れ
た
。
景
気
が
周
復
基
調

拒
あ
り
層
塊
世
代
の
大
量
退
職

し
、

主
魏

な
表
情
で
採
用
担
当

者
の
議
朝
を
翻
く
姿
が
見
ら
れ

た
。
就
職
職
練
で
の
初
日
大
生

の
頑
張
り
に
期
待
し
た
い
。

行
空
を

満
月
ぐ

亮
対
の

森
の
主

ヽ
と

，

ミ

予

ま

ま

贄

磐

塞

豊

堪

が

元

込

ま

れ

る

等

、

今

激

、

流

東
海
を

鰤
通
、
ホ
テ
ル
業
、
旅

持
行
業
な
ど
様
々
な
業

攀
種
が
ブ
ー
ス
を
作
り
、

紳
人
事
担
当
者
か
ら
事

攀
業
内
容
や
求
め
る
人

義
材
な
ど
の
説
駆
が
行

機
わ
れ
た
◆

攀　
今
題
は
２
日
麗
の

翔
セ
ミ
ナ
ー
で
２
０
◇

制
覇
班

小
学
体
育
会
ラ
グ
ご
―
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
は
、
一，第
１５
煙
東
海

学
生
７
人
観
ラ
グ
ビ
ー
大
会
」

の
決
勝
戦
に
お
い
て
名
城
大
学

を
２４

【
‐２
で
萩
り
東
海
大
会
で

の
進
覇
を
成
し
込
げ
た
。

２
０
０
７
年
の
ラ
ダ
ビ
ユ
郡

快
進
撃
無
離
待
が
高
ま
る
ｃ

日
本
学
生
併
句
場
会
主
催
の

「第
３７
閣
全

国
学
生
俳
旬
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
本
学
学
生

が
前
溺
大
会
で
の
一最
優
分
崖

た
要
ぷ
統
き
「入
選
Ｌ
往
作
一
に

輝
い
た
。

受
貸
し
た
併
角
な
い
ず
れ
も

授
業
で
創
作
し
た
英
語
の
俳
句

を
日
本
議
試
し
た
作
品
で
、
学

後
を
こ
え
る
命
業
が

参
簡
、

４
◇
０
名
近

い
新
４
年
亀
が
魏
暮

盛
各
プ
ー
ス
を
訪
期

生
俳
々
大
会
の
長
島
往
を
占
め

る
な
名
な
徘
旬
大
会
で
の
受
賞

態
見
事
と
い
え
る
。
ま
た
、
応

募
総
数
約
１
７
、
◇
⇔
○
旬
の

中
か
ら
４
人
の
入
寅
を
を
出
し

た
幌
鐵
大
学
の
名
球

「学
生
併

角
」
で
も
全
国
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
。
次
震
大
会
で
の

人
賞
も
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
た
び
、
岐
阜
暴
然
育
協

会
か
ら
昨
年
度
憲
引
き
続
き
、

本
学
外
育
会
６
つ
の
ク
ラ
ブ
が

一
２
０
０
６
年
度
強
化
指
定
ク

ラ
ブ
一
と
し
て
認
二定
さ
れ
た
。

２
０
０
５
年
度
か
ら
始
ま

っ

た
強
化
指
定
な
、
暴
然
育
協
会

が
管

盈

馨
籍
行
別
支
援
事
溢

見
上
げ
五
潟
を
　
つ
か
み
瑕
る

情
報
管
理
学
科
４
年
　
常
川
貴
規

益

も

安

る

く

　

な

り

た

い
ん

だ

経
営
学
科
４
年

　

　

岩
磨
能
維

刑

辺

拒
揺

れ

る
　

彼

井

花

情
報
管
理
学
科
３
年

鈴
木
秀
簸

遼
く
主
で
響
く
　
■
の
声

経
営
学
科
４
年

　

　

水
閣
　
緑

曇青
空
壕

見
ぶ
瑛
盗
露
理
翼
墨
磯
露
埃
寡

就
職
活
動
が
本
格
ス
タ
ー
ト

の

一
環
で
、
平
成
基
年

（２
０

１
２
年
）
揮
岐
阜
県
開
催
が
内

定
し
て
い
る
国
民
体
育
大
会
に

向
け
た
選
手
強
化
を
目
指
す
と

共
に
、
用
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

競
技
会
や
溜
本
代
表
と
し
て
世

界
で
戦
う
選
手
を
鷲
基
す
る
た

め
、
指
定
選
手

，
チ
ー
ム

・
ク

ラ
ブ
が
競
技
建
尊
念
で
き
る
環

境
整
備
な
ど
を
行
う
こ
と
を
雷

始
と
し
て
い
る
。

本
学
か
ら
選
ば
れ
た
６
つ
の

団
体
な
、
岐
阜
市
の
未
来
会
館

に
お
い
て
行
わ
れ
た
認
定
式
で
い

「競
技
力
角
上
強
化
指
定
証
」

の
交
付
を
患
基
け
た
。

今
後
、
２
０
１
２
年
の
壊
早

麟
体
峰
角
け
各
ク
ラ
プ
の
益
々

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
Э

採用担当者と面談する学生

2012年 岐阜国体に向けて

強化指定
チ“ムが決定!!

く朝日大学の強化指定クラブ〉

強 Fと 指 定 ク ラ ブ 墓 対   象

バレーボール都 戒年男子

自転華競技部(チーム八イテク三カをノーシング) 成年勇子

帽撲郡 成年男子

卓球部 戒年女子

フェンシング部 戒年男子、成年女子

も璃日大学TC(テニススラブ) 戒年男子、威年安子

目寓酒運覇離滅重雷ユI

飲酒運転は悪賀犯罪です。朝日大学は飲i酉

運転を許しません。

飲酒後は公共交通機関を利用し、飲酒運転

は絶対iにしなもヽこと!

車両等に乗ってきている事を知りながら、運転

手へお酒を勧めればあなたもあ雹罪者!

なお、飲酒運転者及び籍筋者は退学 E停学な

どの懲戒処分の対象となります。

朝日大学 学生

華
交通安全標誕華

横断歩道
君の焦りが 事故になる

不注意な
道路の横切り 事故のもと

横断歩道
待つのはたつた ちょつとだけ


